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背景｜OSS開発

｜OSS開発は複雑であり，様々な人材（役割）が

必要とされる

- メンテナ
• プロジェクトの長期的な維持

- バグ報告者
• 製品改善のための欠陥の特定

- ソフトウェア開発者
• プログラムの作成，バグ修正

｜役割の核はスキルであり，スキルは必要不可欠
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背景｜先行研究

｜これまでの研究では，様々な役割における
経験，知識，スキルについて調査が行われている

- メンテナ[16]，インテグレーター[27]，メンター[5, 59]など

｜これらの研究の問題点

- OSS貢献者が働く幅広い状況を十分に考慮していない[13]

- OSSに関連するスキルや，貢献者がスキルをどのように
共有し，改善したいのかは明らかにしていない
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研究目的・アプローチ

｜研究目的

- OSSに関連するスキルをよりよく理解すること

• スキルを組み込んだツールやプラットフォームの設計に
情報を提供

• それらを活用するためのベストプラクティスを引き出す
ことができる

｜アプローチ

- OSSに関連するスキル，貢献者とスキルの関係に

ついて調査

4



RQ

｜RQ1：OSSに関連するスキルとはなにか

｜RQ2：OSS貢献者はどのようにスキルを
向上させているのか

｜RQ3：OSS貢献者はどのようにスキルを共有し，
公開しているのか
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RQに回答するために，文献調査と
OSS貢献者を対象としたアンケート調査を実施



調査方法｜文献調査

｜OSSにおけるスキルに関連する論文をACM Guide to

Computing Literatureで以下の基準により検索

- コンテンツタイプ："Research Article“

- タイトルに以下の用語が含まれている
• “open source”, “oss”, “software development”, “developer(s)”, “software 

engineer(s)”

- アブストに以下の用語が含まれている
• “skill(s)”, “expertise”, “knowledge”, “characteristic”, “attribute”

｜検索の結果，228本の論文が得られた

- ここから，ソフトウェア開発者やOSS貢献者のスキル，
属性，特徴を明示したリストが示されているものを抽出

- 抽出の結果，10本の論文を得た
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調査方法｜アンケート調査

｜既存研究のGithubプロジェクトリストを利用し，

2段階に分けてアンケート対象者を選択（9,095人）

- Phase1：コミット経験に注目（3,072人）

• 各プロジェクトのコミット数上位30名

- Phase2：issue，pillreq経験に注目（6,023人）

• 過去12ヶ月以内にissue，pullreqを投稿したことがあるユーザ

｜9,095人にアンケートを配布し，455人の回答を得た

- 回答率：5%
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分析方法

｜RQ1

- 561のスキル関連項目からなるデータセットを利用

• OSSにおけるスキルの例を挙げる設問への368名の回答

• ソフトウェア工学のスキルに関する193件の文献

- 質的コーディングのベストプラクティス[54]に従いコーディング

- 分析の結果より，OSSスキルモデルを作成

｜RQ2，RQ3

- オープン形式とクローズド形式の質問を組み合わせる
- オープン形式については，Kitchenham and Pfleeger[36]の
分析方法に従って分析を行う
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RQ1｜OSSに関連するスキル
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9カテゴリ45スキルからなるOSSスキルモデルが構成でき，
貢献者の特性が他のスキルの基礎となることがわかる



RQ2｜OSS貢献者のスキル向上する理由
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OSS貢献者は，自分の興味，キャリアに役立つこと，
ニーズ，時間などのリソース，発見した改善点に

基づいて，新しいスキルを学んでいる



RQ2｜OSS貢献者のスキル向上方法
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OSS貢献者はスキルを向上させるために，単独作業から
共同作業まで，様々な方法を用いている



RQ2｜OSS貢献者のスキル向上に関する考え
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OSS貢献者は，新しく習得できるスキルや，
自分の提供できるスキルにもとづいて
プロジェクトに参加している



RQ3｜OSS貢献者のスキル共有理由
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キャリアの将来性の向上，評判や自身の向上など，
OSS貢献者は自分自身のためにスキルを

共有したいと考えている



RQ3｜OSS貢献者のスキル公開方法

｜OSS貢献者はGitHub(74%)やLinkedIn (54%)を利用している

｜GitHub

- 公開リポジトリ(90%)

- OSSプロジェクトへの積極的な貢献(80%)

- プロフィール記述(62%)

｜LinkedIn

- プロフィールのスキル欄(80%)

- プロフィールのプロジェクト欄(61%)

- プロフィールの経験欄(56%)
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結論

｜OSSの開発を支えるスキルについて調査

- 9カテゴリー45スキルからなるOSSスキルモデル

- OSS貢献者がどのようにスキルを向上させているのか

- OSS貢献者がどのようにスキルを示したいのか

｜本研究による利益

- OSS貢献者

• 自身のスキルの向上を推進することができる
- 研究者

• 本研究を拡張して，新しいツールを構築したり，OSSにおける
スキルの研究をさらに推進したりすることができる
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所感

｜分析手法で理解できなかった部分があった

- 抽出した10本の文献リストと193本の文献の存在

｜ RQ2の結果について自分の経験とあっているように感じた

- 「最初は自分のスキルアップのために始めて，その後自分の
スキルを人の役に立てたいと思うようになった」
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補足資料
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補足｜アンケートの質問事項の一部
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補足｜OSSスキルモデルの詳細①
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補足｜OSSスキルモデルの詳細②
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